
RCEP、11月調印へ

前回、6月にも調印かと書いたがこれはすこし先ばし過ぎていたようだ。

遅れていた ASEAN首脳会議は、6月 26日に TV会議でおこなわれたが、RCEP首脳会議や ASEAN+３などの首脳

会議は開催されなかったようだ。

RCEPは、23日に閣僚中間会合を TV会議で開催し、共同声明を発表した。首脳会議ではないが共同声明の発表とい

うことで実質的な交渉というより、現状の確認と政治的意思の発表ということになる。内容の主要なポイントは「本年

にRCEP協定に署名するとのコミットメントを再確認」、「ＲＣＥＰがインドに対して引き続き開かれていることを強調」

の 2点であり、それ自体は昨年の首脳会議での合意の再確認である。しかし 2020年中、具体的には 11月の ASEAN首

脳会議に合わせて RCEP首脳会議が開催されそこで調印が行われることがいよいよ具体化していることは確かである。

またインドについては、もちろんインドが復帰を希望すればいつでも参加できるような枠組みは用意される（従って０

から再交渉する必要はない）としても、15か国はインド抜きで調印するというのもほぼ確定に近いのではないか。

ASEAN諸国がその方向であるようであるし、オーストラリアもどうもそのようである。そうなると日本が抜けれるこ

とははなはだ困難になりそうだ。

条文が未公開でなんともわからないが発効要件はどうなるであろうか？CPTPPのように参加国の数だけで決めるの

か？TPPのように GDP条項ははいるのか？
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